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竺
法
護
を
扱
う
か
或
は
伝
に
言
及
し
た
研
究
は
数
多

い
が
、

こ
の
小

論
は
竺
法
護
を
中
国
の
歴
史
上
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
敦
焼
出
身

の
仏

教
者
で
あ
る
竺
法
護
の
存
在
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

竺
法
護
伝
を
考
え
る
上
で
用
い
ら
れ
る
基
礎
的

な
資

料

は

『
高
僧

(1
)

(2
)

伝
』
と

『出
三
蔵
記
集
』
で
あ
り
、
其
の
他
に
経
記
類
も

あ

る

も

の

の
、
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
に
は
情
報
の
絶
対
量
の
少
な
さ
は

否
め
な
い
。
曖
昧
な
結
論
に
終
始
す
る
が
、
西
晋
時
代
と
い
う
中
で
、

あ
る
程
度
の
幅

(可
能
性
)
を
持
た
せ
て
其
の
伝
を
把
握
す
る

こ
と

が

必
要
で
あ
る
。

先
ず
、

竺
法
護
を
包
む
周
辺
事
情
を
概
観
す
る
。
『
出
三
蔵

記

集
』

の
竺
法
護
伝
は
竺
法
護
が
七
八
歳

で
没
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
竺
法
護

の
訳
経

の
う
ち
訳
時

の
わ
か
る
最
後

の
経
典

は
永
嘉

二
年

(西
暦
三
〇

(3
)

八
年
)
の
普
曜
経

(L
alitav
istara
の
漢
訳
)
で
、
そ

の
後
数
年

の
内
に
没

し
た
と
考
え
れ
ば
生
年
は
二
三
〇
年
代
と
推
定
さ
れ
、
生
地
は
伝
に
明

ら
か
な
通
り
敦
焼

で
あ
る
。
河
西
の
地
で
は
延

康

元

年

(
二
二
〇
年
)

(4
)

仁
酒
泉

の
黄
華
、
張
抜

の
張
進
等
に
よ
る
反
乱
、
さ
ら
に
異
民
族
に
よ

(5
)

る
反
乱
も
相
次
ぎ
、
大
い
に
乱
れ
る
が
、
蘇
則

の
働
き
に
よ
り
そ
の
後

(
6
)

は
河
西
は
安
定
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
和
年
間
に
徐
遊
が
涼

(7
)

州
刺
史
と
な
り
、
倉
慈
が
敦
焼
太
守
と
な
る
に
及
び
、
周
辺
諸
部
族
と

の
関
係
も
安
定
し
、
物
質
的
に
も
豊
か
に
な

っ
て
く
る
。
尤
も
、
倉
慈

の
着
任
以
前
、
敦
焼

で
は
二
十
年
間
、
太
守
不
在
の
時
期
が
あ

っ
た
と

(
8
)

い
い
、
倉
慈
以
前
、
河
西
回
廊

の
東
地
区
と
は
別
に
、
西
端
に
位
置
し
た

敦
燵

の
社
会
は
混
乱
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
徐
遡
は
そ
の
伝

(
7
)

に

「
立
学
明
訓
」
と
あ
る
通
り
、
河
西
の
地
に
学
校
を
立
て
た
。
河
西

の
地
は
漢
代
よ
り
、
屯
田
に
よ

っ
て
継
続
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
、

関

中
の
地
か
ら
貧
し
い
者
、

道
に
背

い
た
者
が
流
れ
て
き
た

一
方
で
、
流

(
1
0
)

罪
の
地
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
『漢
書
』
に
は
、
司
隷
校
尉
解
光
等
、

(
1
0
)

時

の
高
官
も
河
西
に
流
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
中
央

の
学
問
文

化
の
及
ば
な
い
全
く
の
僻
遠

の
地
で
あ

っ
た
と
は

云

え

な

い
。
そ

の

後
、
何
れ
も
漢
民
族
で
あ
る
が
、

涼
州
三
明
と
称
さ
れ
た
段
穎
、
皇
甫

規
、
張
奥
、

ま
た
蓋
勲
、
候
理
更
に
質
詞
、
段
灼
等
を
河
西
か
ら
輩
出

し
、
竺
法
護
と
同
時
代

の
傑
出
し
た
人
物
と
し
て
は
索
靖
が
い
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
二
號
 
平
成
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こ
の
よ
う
な
中
で
竺
法
護
を
他
と
異
な
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
、
竺

法
護
が
漢
民
族
と
は
違
い
、
異
民
族
で
あ

っ
た
点
、

ま
た
出
家
者
で
あ

っ
た
点

で
あ
る
。
前
漢
の
武
帝
は
勾
奴
を
討

っ
て
河
西
の
地
に
四
郡
を

(9
)

置
く
が
、

こ
の
旬
奴
は
河
西
の
地
を
占
め
る
前
、

先
住
の
月
氏
族
を
滅

ぼ
し
て
西
走
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
西
に
向
か
わ
ず
に
止
ま

っ
た
月
支
は

小
月
支

(義
従
胡
)
と
し
て
敦
爆
付
近

の
河
西
回
廊

に
住
ん
だ
こ

と
が

(
1
1
)

『
後
漢
書
』
の
西
莞
伝
の
記
述
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
後
漢
時
代
に
は
河

西
回
廊

か
ら
金
城

(現
在
の
蘭
州
の
近
く
)
辺
り
ま
で
月
支
が
居

り
、
竺

法
護
は
代
々
敦
焼
付
近
に
居
住
し
て
い
た
月
支

の
一
族
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。
八
歳
で
出
家
し
て
、
僧
と
な
る
修
行
生
活
を
始
め
る
竺
法

護
が
、

漢
民
族
の
学
問
を
吸
収
で
き
た
か
、
或
は
漢
語

の
修
得
に
努
め

た
か
と

い
う
と
、
修
行
者
で
あ
り
、
か
よ
う
な
こ
と
は
期

待

で

き

な

い
。
異
民
族
の
出
家
者
が
漢
民
族

の
学
問
に
接
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

呉

の
支

謙
は
同
じ
月
支

一
族

の
出
と
云

っ
て
も
出
家
し
て
お
ら
ず
、
在

(
1
2
)

家
で
あ

っ
た
と
い
う
点
で
竺
法
護
を
包
む
状
況
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

竺
法
護

の
漢
学

の
水
準
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
仁
は

「
博
覧
六
経
、
渉
猟

(2
)

百
家
之

言
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
六
経
、

百
家
の
言
を
広

く

(残
く
)

目
に
し
、
あ
れ
こ
れ

つ
ま
み
食
い
を
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
博

覧
と
渉
猟
は
同
様

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
語
で
、
博
覧
し
た
後

で
ど
う

(

1
2
)

な
の
か
、
例
え
ば

「博
覧
経
籍
、
莫
不
究
練
」
な
の
か
、
博
覧
し
た
の

み
な
の
か
、
そ
う
云

っ
た
点
で
理
解
の
度
合
が
わ
か
る
が
、
そ
う
い
う

点
は
伝

で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

経
序
に
依
れ
ば
、
太
始
二
年

(
二
六
六
年
)

の

『
須
真

天

子

経
』
訳

(
1
3
)

出
の
時
は
漢
語
に
翻
訳
す
る
役
目
を
負
う
伝
言
者

の
存
在
が
知
ら
れ
、

太
康
五
年

(
二
八
四
年
)
の

『
阿
惟
越
致
遮
経
』
訳
出
に
当
た

っ
て

は

自
ら
晋
言
に
な
お
し
、
文
献
の
上
で
は
伝
言
者
が

い
た
と
は
伝
え
ら
れ

(
1
4
)

て
は
い
な
い
。
元
康
元
年

(二
九
一
年
)
の

『
如
来
大
哀

経
』
訳

出

で

(
1
5
)

は
自
ら
覆
校
ま
で
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
も
竺
法
護
が
自
由
に
漢
語
を

扱
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
か
な
り
遅
れ
、
漢
語

の
習
熟
は
二
八
〇
年
代

ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
。
竺
法
護
伝
に
限
ら
ず
、

伝
の
記
述
は
年
代
順
に

書

い
て
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
人
物

に
直
接
に
関
わ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
晩
年

の
事
柄
、
境
地
で
あ

っ
て
も
、
賞
賛
、
高
揚
す
る
意

図
も
手
伝

っ
て
文
頭
に
位
置
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
年
代
と
は

関
わ
り
な
く
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
従
来

の
研
究
と
右
の
伝
の
考
察
を
基

に
竺
法
護
の
訳
語
等
を

考
え
る
。
諸
文
献
並
び
に
諸
氏
の
研
究
に
よ
り
竺
法
護
の
訳
経
に
つ
い

て
幾

つ
か
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
難
渋

で
あ
り
字
義
煩
重
で
あ

る
こ
と
、

四
字
句
が
文
の
基
本
で
あ
る
こ
と
、
音
訳
語
が
次
第

に
意
訳

語
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
、

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
等
を

漢
語
に
逐
語
訳
し
て
羅
列
し
て
い
る
こ
と
等

で
あ
る
。
今
は
竺
法
護
の

訳
経
活
動
の
全
般
に
つ
い
て
、

一
つ
の
問
題

を
提
起
し
た
い
。

既
述
の
通
り
、
竺
法
護
は
二
三
〇
年
代
の
河

西
の
敦
煙

で
生
ま
れ
た

が
、
当
時
、
敦
焼
は
三
国
魏
の
支
配
下

に
あ

っ
た
。
中
国
に
於
て
竺
法

護
に
先
行
す
る
訳
経
家
と
し
て
安
世
高
、
支
婁
迦
識
、
支

謙

等

が

い
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る
。
古
訳
期
の
訳
経
家
に
大
乗
仏
教
系
、
小
乗

(部
派
)
仏
教
系

の
別

が
あ

っ
た
よ
う
に
云
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
当
時
に
あ

っ
て
は
安
世

高
と
支
婁
迦
識
を
明
確
に
分
か
っ
一
線
は
な
く
、
支
謙

の
頃
ま
で
は
渾

然
と
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
強
い
て
大
乗
仏
教

の
系
譜
を
考
え
れ

ば
、
支
婁
迦
識
か
ら
支
亮
、
支
謙
、
其
の
後
が
竺
法
護
と
な
ろ
う
。

こ
の
間

の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
後
漢
代
、
支
婁
迦
識
は
北
方
で
活
躍

し
、
其
の
訳
出
し
た
経
典
は
い
く

つ
か
を
北
方
に
残
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
受
け
て
更
に
展
開
し
た
の
は
呉
の
支
謙
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
三
国
鼎

立
の
時
代
で
、
江
南
の
呉
で
は
呉
独
自

の
仏
教
が
支
謙
や
南
方
か
ら
入

っ
た
康
僧
会
等
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
出
家
者
で
あ

っ
た
康
僧

会
に
対
し
、
在
家
で
は
あ
る
も

の
の
漢
語
と
胡
語
を
善
く
し
た
支
謙
は

伝
統
的
な
漢
語
の
言
い
回
し
に
沿
う
義
訳
化
し
た
漢
訳
を
推
進
し
た
。

一
方
、

北
方
魏

の
仏
教
は
洛
陽
が
壊
滅
状
態
に
陥
る
こ
と
は
あ

っ
て

も
、
後
漢

の
安
世
高
、
支
婁
迦
識
の
訳
出
経
典

(書
写
さ
れ
た
形
で
も
し

く
は
暗
唱
さ
れ
た
形
で
の
経
典
)
或
は
訳
経

の
ス
タ
イ
ル
は
残

っ
て
い
た
。

(
1
6
)

『
高
僧
伝
』
の
曇
詞
迦
羅
伝
の
記
載
に
よ
れ
ぽ
、
当
時

の
魏
の
僧
た
ち

は
、
僧
と
称
し
て
も
未
だ
戒
律
の
伝
訳
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
戒

律
を
守

っ
た
生
活
を
し
て
は
お
ら
ず
、

イ
ン
ド
以
来
の
戒
律
を
遵
守
し

て
い
た
曇
詞
迦
羅
は
請
わ
れ
て
洛
陽
に
於
て
戒
本
を
訳
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
諸
伝
に
依
れ
ば
、

他
に
康
僧
鎧
や

『
般
若
経
』
の
原
典
を
求
め

て
干
閲
迄
出
か
け
た
朱
士
行
等
が
い
る
。
魏

の
洛
陽
に
は
二
六
〇
年
当

時
に
は
安
世
高
、
支
婁
迦
識

の
訳
し
た
大
小
乗
経
典
と
曇
詞
迦
羅

の
訳

し
た
小
乗
系
の
戒
本
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
竺
法
護
は
太
始
二
年

(
二
六
六
年
)
、
長
安
で

『須
真
天
子
経
』
を
訳
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
初
、
独
り
で
漢
語
に

訳
せ
な
い
た
め
に
助
訳
者
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
既
に
見

た

し
、
『
超

(
1
7
)

日
明
経
』

に
係
る

『
出
三
蔵
記
集
』

の
記
述
か
ら
も
伺
え
る
。
助
訳
者

仁
つ
い
て
云
え
ば
、
当
時

の
魏
は
正
始
年
間
を
中
心
と
し
た
玄
学
興
隆

の
後
で
、
古
典
に
通
暁
し
た
者
は
自
ず
と
こ
の
時
期
を
経
て
お
り
、
其

の
意
味
で
、
南
方
呉
の
訳
経
と
は
、
基
盤
に
し
て
い
る
学
術
、
文
化
の

背
景
或
は
思
想
を
異
仁
し
て
い
る
。
竺
法
護
の
漢
訳
活
動
で
は
、
最
初

期

の
七
、
八
年
に
訳
出
年
時

の
明
ら
か
な
経
典
が
幾

つ
か
あ
る
が
、
其

の
後
は
暫
く
お
い
た
太
康
五
年

(
二
八
四
年
)
の
敦
煙
に
於

け

る

『
修

(
1
8
)

行
道
地
経
』

の
訳
出
ま
で
な
い
。
其
の
間
の
二
八
〇

年

(太
康
元
年
)
、

呉
は
西
晋
に
汲
み
込
ま
れ
る
。
恐
ら
く
、
其
の
数
年
前
か
ら
西
晋
の
侵

攻
、
版
図

の
拡
大
に
よ
り
呉
の
領
域
内
の
物
資
が
洛
陽
に
も
た
ら
さ
れ

て
お
り
、
西
方

の
敦
煙

の
地
で
な
さ
れ
た

『
修
行
道
地
経
』
の
訳
出
と

の
関
わ
り
は

一
概
に
云
え
な
い
が
、
既
に
そ
の
頃
ま
で
に
は
中
原
に
呉

の
支
謙
の
訳
経
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
初
期
の
訳
出
経
典
で
後
世
そ
う
手
の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
経
典
に

『
須
真
天
子
経
』
『徳
光
太
子
経
』
『
宝
蔵
経
』
が
あ
る

が
、

こ
れ
ら
が
支
婁
迦
識
の
訳
の
影
響
の
み
受
け
、
支
謙
の
訳
風
は
入

り
込
ん
で
い
な
い
と
断
定
で
き
る
か
と
云
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
最
近

研
究
が
増
え
て
き
て
い
る
と
云
う
も
の
の
、
更

に
支
婁
迦
識
と
支
謙
各

竺
法
護
伝

に

つ
い
て

(河

野
)
 

八
七
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々
の
訳
語
、
訳
風

の
標
準
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

後
漢
の
安
玄

口
諦
、
厳
仏
調
筆
受
と
云
わ
れ
る

『
法
鏡
経
』
は
、
後
序

に
依
れ
ぽ
康
僧
会
以
降
の
人
物
に
よ
る
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
蔵

(
1
9
)

本
は
そ

の
ま
ま
安
玄
と
厳
仏
調
の
訳
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
支
謙
と
支

婁
迦
識

の
訳
語
の
標
準
と
の
兼
ね
合
い
で
現
蔵
の

『
法
鏡
経
』

の
成
立

時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
期
の
竺
法
護
訳
出
経
典

を
考
え
る
場
合
に
も
、
そ
れ
以
前
の
訳
語
の
標
準
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
竺
法
護
の
訳
の
側
の
問
題
と
し
て
も
、
『超
日
明
経
』
の
例

も

(
1
7
)

あ
る
よ
う

仁
、
漢
語
を
善
し
く
な
い
竺
法
護
の
訳
は
手
を
加
え
ら
れ
た

(
1
9
)

可
能
性
が
高
い
。
聖
典
は
改
変
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
云
う
考
え
は
あ

っ
て
も
、

意
味
の
通
じ
な
い
と
こ
ろ
を
読
め
る
よ
う
に
す
る
作
業
は
支

謙
、
『
法
鏡
経
』
の
後
序
の
作
者
、
贔
承
遠
ら
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

漢
語

に
精
通
し
て
い
な
い
た
め
に
魏

の
玄
学
の
興
隆
を
経
た
入
々
を

助
訳
者
と
し
、
し
か
も
初
期
に
あ

っ
て
は
支
婁
迦
識
等
の
訳
経
は
知

っ

て
い
て
も
、
支
謙

の
訳
経
に
は
触
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
竺
法
護

の
訳
経
活
動
は
呉
で
展
開
し
た
支
謙
の
訳
経
活
動
と
は
時
代
的
制
約
も

異
な
り
、
自
ず
と
両
者
は
平
面
的
に
何

の
抵
抗
も
な
く
つ
な
が
る
も
の

で
は
な

い
。
竺
法
護
が
支
謙

の
訳
出
経
典
に
触
れ
た
の
は
、
二
七
〇
年

代
か
ら

二
八
〇
年
代
の
竺
法
護

の
訳
経
活
動

の
ブ
ラ
ン
ク
の
期
間
か
其

の
後
と
考
え
ら
れ
る
。
両
地
に
は

一
つ
の
越
え
難
い
魏
と
呉
の
壁
、
国

境
を
境

に
な
か
な
か
近
づ
き
た
く
て
も
近
づ
け
な
か
っ
た
独
自

の
仏
教

の
展
開
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

竺
法
護

の
訳
経
を
考
え
る
上
で
の
問
題
点
を
整
理
す
る
と
、

一
点
は

南
方
の
仏
教
即
ち
支
謙
が
支
婁
迦
識
を
受
け
て
展
開
し
た
仏
教
と
康
僧

会
の
仏
教
が
、

い
つ
北
方

に
流
入
し
、
四
〇
年

に
亘
る
竺
法
護

の
訳
経

活
動
を
ど
う
変
え
た
の
か
。
も
う

一
点
は
正
始
時
代
以
来
盛
ん
に
な

っ

た
玄
学
を
受
け
、
魏

の
学
術

の
延
長
に
あ

っ
た
竺
法
護

の
訳
経
は
他

の

古
訳
時
代
の
訳
経
家
と
全
く
異
な
る
学
術
、

思
想
を
基
盤

に

し

て

お

り
、
そ
れ
ら
訳
経
家
の
ス
タ
イ
ル
、
語
彙
特

に
意
訳
語
、
訳
経
の
姿
勢

が
ど
の
様
に
異
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。

1

『
高
僧
伝
』
巻

一
(大
正
五
〇

・
三
二
六
下
-
三
二
七
上
)

2

『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
二
(大
正
五
五
・
九
七
下
-
九
八
中
)

3
 
同
巻
七

(
大
正
五
五
・
四
八
中
-
下
)

4

『
三
国
志
』
魏
書
巻
二
文
帝
紀
或
は
同
巻

一
六
蘇
則
伝

5
 
同
魏
書
巻

二
五
張
既
伝
 

6
 
同
魏
書
巻

二
八
蘇
則
伝

7
 
同
魏
書
巻
二
七
徐
遡
伝
 

8
 
同
魏
書
巻

二
ハ
倉
慈
伝

9

『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
 

1
0
 同
巻
七
五
李
尋
伝

1
1

『後
漢
書
』
巻
八
七
西
莞
伝

12

『出
三
蔵
記
集
』
巻

二
二
(大
正
五
五
・
九
七
上
-
中
)

13
 
同
巻
七

(
大
正
五
五
・
四
八
中
)

14
 
同
巻
七

(
大
正
五
五
・
五
〇
上
-
下
)

15
 
同
巻
七

(大
正
五
五
・
六
三
中
)

16

『高
僧
伝
』
巻

一
(大
正
五
〇

・
三
二
四
下
-
三
二
五
上
)

17

『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二

(大
正
五
五
・
九
下
)

18

『修
行
道
地
経
』
巻
七

(大
正
一
五

・
二
三
〇
校
勘
)

19

『法
鏡
経
』
後
序

(大
正
一
二
・
二
二
下
-
二
三
上
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
竺
法
護
、
訳
経
、
魏
晋
仏
教(文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
)
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